セイネンキ マデ ノ ジリツ キョウイク ノ ゲンジョウ ト テンボウ by 中谷 陽子 & 樋口 和彦
白鴫大学論集第21巻第2号
研究ノート
青年期までのr自立教育』の現状と展望
中谷陽子・樋口和彦
CurrentSituationandFuturePerspectivesof
“EducationforIndependence”NAKATANIYokoHIGUCHIKazuhiko
1本研究の意義と目的
r人として自立すること」の意義やr自立教育」の実際を問う動きは、
社会の変貌が加速化する中でますます高まってきている。強い危機意識の
なかで認識が始まった「地域・家族の再生および学校教育の役割」におい
て、どのように「自立教育」を実らせて行くかは個人や家庭ベースに止ま
らず地域社会さらには国家形成の基盤においても大変難しくかつ重要な課
題となってきている。
それは従来の家庭、学校、地域社会を支えてきたr皆で子ども達を育て
上げる」という伝統的な思考特性が、特に近年において、共同体としての
体質や活動内容が変容し、構成メンバーの入れ替わりが激しくなりコミュ
ニティーの存在が希薄化し個人主義（家庭主義）への価値観偏重傾向の台
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頭、さらには分担してきた教育的役割に混乱が生ずるなどによって、継続
され難くなってきたからである。
本研究は、大学で学ぶ教員養成課程の学生に自立心の不十分な者が多く、
それらが将来の教育者を目指していることに衝撃の念を抱いたことがその
発端である。
今から10年近く前から実施している、教職を目指す学生への聞き取り調
査などを通して、「自立教育」のあり方を模索するうちに、ある教育実習
生を受け入れた沖縄の中学校を訪問し、そこで繰り広げられている離島の
高校進学の特異な実際に触れたことで、「自立教育」の原点であるところ
のr育てる者と育てられる者の関わり」に焦点を当てた研究を進めること
の意義が明確になったのである。
一方では、経済発展がもたらした人々の活動範囲の拡大や価値観の多様
化、両親の多忙化、核家族化、少子化等々がより多くの危機判断の必要性
を訴えており、このように複雑化した生活に適応しながら、人間としての
豊かさを失わずに確かな自己実現を果たして行こうとすれば、それは原点
に戻って「自立教育」に頼ろうとするところが非常に多くなるわけである。
本研究はかかる事態の中で、より確かな方法によって「自立教育」の現
状を捉えることに大きな意義を覚え、さらにそこから、家庭、社会をはじ
め、現代教育（小学校、中学校、高等学校）が如何にしたらr自立教育」
の体質が組み込めるかを検証することを目的としているのである。
2長期継続研究の必要性
我々の「自立教育」との取り組みは先に述べた「実態・意識」の予備調
査時点から10年近くの時が過ぎ、本格的取り組みからもすでに5年の歳月
を経過した。時間の経過の中で確かに変化する次の3点の特徴をみても
「自立教育」が伝承的な精神文化を基本にしながら、しかし時代の経済性
の影響を濃く受けるという（自立）教育環境の変化との関わりが読み取れ、
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この点をより明白に出来るまで、著しく変化する時代を追いながら継続し
て研究する必要がある。
継続研究の必要性としては、
①自立教育に強いインパクトを持つ「離島」が人間教育の面で培ってき
たことを、現代という環境の中でより明確に追っていくため
②r比較研究」の構造にすることによって、結論から学ぶことが倍増す
るという利点を、研究対象の拡大に効果的に活かすため
③経済効果が及ぼす変化が、驚くべき速さで「自立教育」の進め方にも
及んでいるという事実をここ当分継続的に捉えて、家庭・学校や社会
のあり方に提言をするため
3本研究の経緯と今後の研究計画
（1）本研究は、平成14、15年度において白鴎大学法政策研究所からの研究
助成を受け、下記に示す研究を開始したのである。
その際の申請研究課題は次のようであった。
青年期（就学時～18歳）までの自立教育の担い手は、
「家庭」か「学校」かの比較実態調査研究
一離島（沖縄県八重山諸島）と関東地域を対象として一
比較実態調査研究には大変な時間と費用が掛かり、特に基礎調査の沖
縄県八重山諸島における聞き取り調査とアンケート調査、および比較調
査地での大量のアンケート調査実施には、本学法政策研究所からの研究
助成なしには本格的研究を進めることは出来なかったことを付記したい。
（2）今回は研究の経過を報告する範囲（研究ノート）に止め、今後の研究
計画では、教育関係学会誌（日本教育心理学会編：「教育心理学研究」）
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への投稿を進めているところである。それは我々の研究内容の経緯や分
析結果に関して、教育・経済性・伝統文化などの視点から広く意見や示
唆を仰ぐことを期待してのことである。
（3）研究対象
実態調査は比較調査という本研究の趣旨を踏まえて、主たる調査地と
比較調査地において実施してきている。
調査地に離島（沖縄県八重山諸島＊A）を選んだ理由は、「日本の家
庭教育の原点を残す貴重な地域」と見なしたからである。本学教職課程
履修生の教育実習校訪問の際に接した沖縄県離島の特別な教育事情と、
そこで展開されているまさに力強い「自立教育」などを、調査対象とし
て最適であると判断したためである。
調査地（A）：八重山諸島は石垣島、竹富島、西表島、与那国島、波照間
島の五島で、それぞれの歴史を認識した上で綿密な聞き取
り調査を実施し、それをもとにアンケート作成を進めた。
比較調査地としては、東京都西部、栃木県南部を選び、これら3地域
から得られた情報を横断的に分析すれば、r都市化や経済性と関わりの
深い日本の家庭教育の体質」が判明してくると期待しているからである。
調査地（B）：東京都西部に位置し、主として都内に通勤する世代が中心
の地域で、核家族化が主流の都市化した生活を好み、次世
代の教育にも関心の高い地域である。
調査地（C）：東京から100キロ圏内にあり、北関東に位置する。山川・
里を中心に肥沃な土地に栄えた稲作農業を主流にしてきた
地域で、稲作以前の食文化も脈々と継承される生活も持ち
合わせている。交通の便も近年格段に良くなっているが、
家族の構成、地域の人間関係には相変わらず伝統的な生活
の残る興味深い地域である。
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（4）実態調査上の特別留意点
①比較調査を実施する際には、伝統・生活文化の伝承のされ方、気候の特
徴、ことばの発祥の歴史や使われ方、また都市化や経済性の浸透の具合
などにそれぞれ特徴を持つ地域が、時には約2000kmもの距離をおいて並
ぶわけだが、r家庭や学校、地域社会が背負う自立教育の実際を問う」
ということで共通のラインに立ってもらって、同じ内容のアンケート調
査を実施した結果、当然ながらその分析結果に大きな期待が寄せられて
来るのである。
②本研究において慎重に吟味された重要な課題は、アンケートの設問とそ
れに添えるフェイスシートづくりである。
調査方法にアンケートを選び、回答家族の構成を知るために細目に及
ぶフェイスシートも添付することにしたからである。そのために研究の
前半においては、実際に実態調査に漕ぎ着けるまでに聞き取りなどかな
りのエネルギーを費やした。
③本研究が大量の研究データとその分析をもとに進めてこられたのは、
「聞き取り調査はアンケート調査の原点である」という確信の上に成り
立っているといえる。
調査が個人の生活に踏み込むということと、特に調査地（A）では社
会の所産ともいえる沖縄の古語が強く残る地域なので、文字中心のアン
ケート調査方法が穏やかに受け入られることを願って、地道な聞き取り
調査を優先させることに努めた。
④「約2000キロの距離は多様な文化を巻き込んだ距離」という実感が調査
の基本にある。
たとえば調査地（A）では特別なことではない調査項目として盛り込
める「第4子、第5子」や「牧畜の手伝い」などの項目も調査地（B）
ではまことに生活の中でイメージしにくい項目となる可能性はあるが、
聞き取り調査から得た情報をもとに作成するフェイスシァトおよびアン
ケート質問項目には、多地域わたる比較調査という性格上、広範囲にわ
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たって共通に使用できるものと判断しその内容を盛り込んだ。
（5）これまでの調査研究概要
研究結果は「研究の方法」でも述べたように、最終的には次の3点か
らの視点に基づいてまとめられると考えている。まず、聞き取り調査、
次いで情報の横断的分析、そして特徴あるトレンド分析、である。
本格的アンケート調査に先立って、初年度に交付された研究助成を活
用して「面接聞き取り調査（個人、グループ）」を行った。その理由は、
一般的に指摘されているようにアンケートの回収率を高め、回答内容の
精度を上げるためには予備調査や聞き取り調査が極めて有効であるから
である。
さらに離島（沖縄県八重山諸島）におけるアンケート調査においては、
この聞き取り調査は必要不可欠なものであり、聞き取り調査を通じての
地域住民や学校関係者との交流がなければこの地域におけるアンケート
調査は実現しなかったのではないかとの実感をもっている。
アンケート調査項目の中の「自由記載」に関しても、聞き取り調査が
有効となり予想をはるかに超える量の回答を得ることができた。今回の
論文の中ではこの自由記載部分の分析結果には触れていないが、いわゆ
る「統計的トレンド分析」の手法を中心した分析がすすんでいる。
トレンド分析とは、本件研究上特に重要となる概念（キーターム）を
設定し、つぎにアンケート調査の自由記載内容からキータームに関連す
る概念（関連キーターム）を検索し、その概念の出現度数を計算し、こ
の度数（相対頻度）に応じてウエイトを求めて、高いウエイトをもつ関
連キータームを本研究目的にとって重要な概念として位置づけてアンケー
トの自由回答の評価をしていく方法である。
今回の調査においても「自立教育」の現状と展望を分析していく上で
重要となる概念が自由記載回答の中から得られており、これらの概念を
中心に分析をすすめているところである。
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4展望と課題
本研究は平成14年度に初めて研究助成を受けて本格的に着手したがこの
年度に先立ち予備調査をスタートさせ、現在も研究を継続しているので研
究開始から6年余りの時間が経過している。
この間に子どもの自立教育環境は大きく変化してきており、我々が当初
いだいていたr自立教育の地域問格差・特質」は徐々に薄れてきている様
に思われる。特に離島での自立教育環境が大きく変化し我々が比較研究対
象として抽出した他の地域（東京近郊地域ならびに北関東地域）との差が
あまり無くなってきている様に思われる。
その要因として急速に進展してきている「情報化」があり、特に離島で
は国の税制優遇措置や情報関連産業の積極的誘致がなされて情報インフラ
の点ではむしろ他の地域よりもすすんでいる場所もあり地域間格差がなく
なってきている点が第一に考えられる。
第二にはr交通手段の高度化」があり、このことによって時間的にも心
理的にも他の地域との距離が短縮され離島での自立教育の制約条件が緩や
かになり、従来から存在していた独自性がなくなってきて’いると思われる。
これらの自立教育の変化とその要因に関して、データよる裏づけをした
研究を継続していく必要があると実感している。
しかしながらこの独自性が有効に機能しなくなったということではなく、
子育ての過程において発生している様々な課題を解決していく上で、離島
に古くから存在していた自立教育での独自性は依然として機能しており、
大きな役割をしているように思われる。離島においても個々の家庭からは
この独自性の存在価値は薄れてきているかも知れないが、離島では地域社
会全体においてこの独自性は潜在的であるにせよ脈々と生き続けており、
子供達の心の支えとなっているはずである。これらの点に関しても引き続
き研究を精緻なものにしていく必要があると判断している。
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アンケート調査の集計結果概要
家族構成同居家族 八重山割合（％） 小山割合（％） 東村山割合（％） 居住状況父母の出身 八重山割合（％） 小山割合（％） 東村山割合（％）
父方祖父 10．7 18．0 2．7 父：当地育ち 75．0 52．9 17．7
父方祖母 16．5 23．7 5．4 母：当地育ち 56．1 34．1 15．4
母方祖父 1．9 4．8 6．3
母方祖母 2．9 8．0 7．2 居住状況父母居住年数 八重山割合（％） 小山割合（％） 東村山割合（％）父 86．4 93．3 89．2
母 99．0 97．7 98．2 父居住年数 33．25 29．29 16．19
その他 0．0 0．0 0．0 母居住年数 30．06 22．71 15．21
子供の人数 八重山割合（％） 小山割合（％） 東村山割合（％）
1人 11．20 10．40 18．90 Q1：自立教育子供に対する評価 八重山割合（％） 小山割合（％） 東村山割合（％）2人 23．40 51．60 6L303人 36．40 32．9017．10 まあまあ満足 32．40 16．60 15．504人 13．10 4．10 ＊2．70 まだまだ途上 62．70 65．20 65．505人 15．00 0．80 一 甘えっ子 8．80 14．80 17．306人以上 0．90 0．10 一 自立に不安 3．90 3．40 0．90
＊4人以上の割合
Q3：子供の
お手伝い状況 八重山割合（％） 小山割合（％） 東村山割合（％）Q2：家族団らん
会話の時間 八重山割合（％） 小山割合（％） 東村山割合（％） 手伝わせる仕事がない 13．90 14．20 12．50
日常的に会話 16．50 16．50 6．50 極力手伝いをさせる 66．30 50．20 56．70
夕食後や休日に会話 60．20 57．0070．10 家の仕事を分担 16．80 17．9 13．50
会話時間が減少 26．20 18．80 12．10 自発的に手伝う 7．90 15．00 15．40
意識的に話し合い 2．90 7．60 11．20 勉強優先手伝いはなし 一 2．70 L90
Q4：家の経済状態
子供との話題 八重山割合（％） 小山割合（％） 東村山割合（％） Q5：親の職業の理解度八重山割合（％） 小山割合（％） 東村山割合（％）
余り話題にしない 19．40 16．20 13．60 手伝いを通して理解 64．70 22．00 17．30
小学生から徐々に 10．70 31．30 30．90 会話、話し合いにより理解 28．40 31．50 33．60
ありのままに話す 53．40 3L50 30．00 良くは分かっていない 8．80 42．80 45．50
経済観念上必要 18．40 20．90 25．50理解しようとする姿勢はある 0．00 3．60 3．60
Q7：自立教育
実施の拠り所 八重山割合（％） 小山割合（％） 東村山割合（％） Q8：自立教育の柱（複数回答） 八重山割合（％） 小山割合（％） 東村山割合（％）
祖父母の代からの考え 5．0 3．8 6．4 農畜産業は家族総出仕事 40．20 9．20 7．50
父親の考え 9．9 10．9 10．0 家業最優先継承 9．80 6．9016．00
母親の考え 17．8 15．2 23．6 多くの技術習得 53．90 59．40 50．00
時代の流れに臨機応変 42．6 44．2 34．5 家族協力し進学 30．40 12．60 18．90
両親の合意 27．7 25．9 25．5 家族は幾世代同居 4．90 8．7012．30
地元の仕事づくり 15．70 3．60 0．00Q10：親元を離れる
子供への感情 八重山割合（％） 小山割合（％） 東村山割合（％） 開発優先 2．00 2．40 2．80問題なく大丈夫 28．30 34．00 4L50競争心 19．60・28．00 22．60ホームシックが心配 11．10 4．10 8．50地元以外での活躍 18．60 42．30 0．00
子供の考えの把握が心配 25．30 33．8046．20 幼いころからの自立心 72．50 84．50 92．50
様々な誘惑が心配 43．40 28．00 3．80 高所得優先 LOO L50 L90
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Q11：高校卒業後の
生き方 八重山割合（％） 小山割合（％） 東村山割合（％）
Q12：戦争体験言舌への
子供たちの反応
八重山
割合（％） 小山割合（％） 東村山割合（％）
手伝いさせながら熟考させる 18．60 L70 2．80 聞きたがらない
9．7 23．9 18．6
家では特に話題にしない 28．0 14．5 2．9
公務員をすすめる 10．30 3．80 0．90 祖父母の話を皆で聞く 49．5 48．8 65．7
家業の継承をすすめる 3．10 0．70 0．90 ちゃんと耳を傾ける 14．0 12．6 12．7
地元を出ての活躍をすすめる 72．20 33．40 29．20
すべて本人意思尊重 一 60．50 65．10
Q13：自立のための教育
学校？家庭？ 八重山割合（％） 小山割合（％） 東村山割合（％）
小学校は家庭、それ以降は学校 7．9 2．0 0．0
家庭と学校が協力 63．4 49．7 50．9
家庭が中心 18．8 15．6 17．6
家庭と学校が役割分担 14．9 32．2 29．6
＊表上の表記
調査地（A）：八重山調査地（B）：小山調査地（C）：東村山
＊サンプル数
調査地（A）：174世帯調査地（B）：895世帯調査地（C）：111世帯
＊質問項目数（自由回答項目を除く）
フェイスシート関連：12項目選択質問項目：27項目
フェイスシート派生項目：11項目合計50項目
（本学発達科学部教授）
（本学経営学部教授）
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